
１ ．沖縄県発達障害者支援センターがじゅま～るつ

いて

　当センターは沖縄県こども生活福祉部障害福祉課

より、社会福祉法人沖縄肢体不自由児協会が事業委

託を受け、平成21年度より発達障害者支援センター

を運営しております。

　発達障がい児（者）への支援を総合的に行うこと

と支援体制の整備を目的とした拠点機関となってお

り、主な業務は直接支援、間接支援、普及啓発の３

つに分けられます。

　今回は普及啓発のなかで大きなイベントである、

世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間での取り組

みについてご紹介いたします。

２．世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間とは

　世界自閉症啓発デーとは、平成19年の国連総会に

おいて、カタール王国王妃の提案により、毎年４月

２日を「世界自閉症啓発デー」とすることが決議さ

れ、全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組

みが行われています。

　わが国でも、世界自閉症啓発デー日本実行委員会

が組織され、自閉症をはじめとする発達障害につい

て、広く啓発する活動を行っています。

　具体的には、毎年、世界自閉症啓発デーの４月２

日から８日を発達障害啓発週間として、シンポジウ

ムの開催やランドマークのブルーライトアップ等の

活動を行っています。

３．沖縄県内の取組み

　沖縄県内でも平成26年から毎年工夫をこらし、

様々な啓発研修やイベント等を実施してきました。

しかし、参加者は当事者やその家族、支援者など限

られた人となっており、大きな目的である一般県民

に啓発・周知するにはどう届けるかが課題だと感じ

ていました。

　そこで令和５年は、県内で人気の高い琉球ゴール

デンキングス（以下“キングス”）さん、沖縄アリー

ナさんのお力をお借りすることで多くのバスケット

ファン、県民に届くのではないかと考え、当センター

より沖縄アリーナさんへご相談したところ、キング

スの「沖縄をもっと元気に」という活動理念と、沖

縄アリーナの「沖縄アリーナを多くの方々に楽しん

でいただきたい」という活動理念等と合致したこと

もあり多大なご協力をいただき実施することができ

ました。

４ ．沖縄アリーナ・琉球ゴールデンキングスとの協

働

　キングスのマスコットであ

るゴーディとキングス・沖縄

アリーナのロゴを掲載した世

界自閉症啓発デーのステッ

カーを作成し、各市町村へ配

布しました。

　また４/２～４/８の啓発週間に合わせ、沖縄ア

リーナさんの正面ライトをシンボルカラーであるブ

ルーにライトアップしていただきました。

　メインエントランスの電光掲示板には啓発の文字

を流し、米軍基地に隣接していることもあり、日本

語と英語の両方で表記しました。

　またキングス選手２名に出演をしてもらった啓発

動画を作成し、YouTubeへのアップ（現在は配信
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終了）や、各自治体の啓発イベントにも活用してい

ただきました。

５．４月５日の琉球ゴールデンキングス戦

　試合当日は啓発ブースを設置、ステッカーの配布

や試合開始前・ハーフタイム時に館内のブルーライ

トアップや大型ビジョンで啓発動画を流していただ

きました。

　またセンサリールームの仮設置も実施しました。

６．センサリールーム

　センサリールームとは、音や光、においなどの五

感の刺激を少なくし、聴覚・視覚など感覚過敏の症

状がある人やその家族が安心して過ごせる空間・部

屋のことです。

　県外では取り組みが始まっていますが、沖縄県内

では前例がないことから、啓発デーに併せて実施依

頼を沖縄アリーナさんへご相談したところ、既存の

スイートルームを活用してみましょうとご提案いた

だきました。

　コートに面してガラス張りのお部屋とガラスの向

こうには観戦のための座席があり、ドアで自由に出

入りができます。

　ガラスにはブラインドが取り付けられていますの

で、光が苦手な方は必要時に光を遮ることができま

す。

　室内は会場の大きな音が抑えられ、スピーカーの

音量や照明・空調を調整することができます。

　さらに当日は沖縄アリーナさんにてイヤーマフや

加重ブランケットを用意され、利用者がより安心し

て利用できる環境を整えてくださいました。

　実際利用した聴覚過敏があるお子さんは、来るま

ではとても不安で途中で帰ることも考えていたそう

ですが頑張って来場され、試合が進むにつれ会場の

コールに合わせて大きな声援を出し、最後にはイ

ヤーマフをしながらですが、自らガラスの向こうの

観戦席でお父さんと応援を楽しむ様子が見られ、試

合終了後には、「また応援に来たい！」という言葉

まで聞くことができました。

　一部始終を見ていた私たちは、１時間程の間で子

どもが成長する姿に驚かされ、感動し、環境を整え

ることで特性のある子どもも他の子と同様に様々な

経験をすることができると強く感じました。

７．協働した取り組みを通して

　当初の目的だった多くの県民に届けたいという点

に関しては、キングスさん・沖縄アリーナさんの人

気の高さ・発信力のおかげで、予想以上に県内外に

広く啓発をできたと感じています。

　センサリールームの実施では協働したことで、特

性ゆえに観戦に行きたくても行けない方たちがいる

こと、受け入れ側が環境を少し整えることで、その
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方たちも観戦を楽しんでもらえることを知っていた

だけたことで、“常設できるよう今後も取り組んで

いきたい”との嬉しいお言葉をいただけました。

　小さな一歩かもしれませんが、沖縄アリーナさん

をはじめとし、沖縄県内で発達障害等の特性が理

解・環境整備がされる、皆が暮らしやすい・参加で

きる地域社会が実現するのではないかと考えており

ます。

　当センターとしても、沖縄県内の様々な方に正し

く特性を知っていただくこと、社会のなかでできる

取り組みについても提案、協働できるよう精進を重

ねていきたいと思います。

　この度はこのような貴重な機会をいただき誠にあ

りがとうございました。
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